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柔道整復師国家試験対策 でるポとでる問【中巻】

Ⅰ型→Ⅲ型Ⅰ型→Ⅱ型P133 第 19 問 解説

頬骨弓単独骨折頬骨単独骨折P132 第 10 問 問題文

×：介達外力→直達外力○P132 第２問 解説

患者の口は（開口）患者の口は（閉口）P130 上から9個目の
　　 チェックボックス欄

○×：単純→多発P103 第 27 問 解説

直達外力で発生しやすい。直達外力で単純骨折になりやすい。P103 第 27 問 問題文

近位骨片は原位置近位骨片は背側P63 第 21 問 問題文

○×：禁忌であるp42 問題24の解答

寒冷療法の禁忌温熱療法の禁忌P41 第 22 問 問題文

急性・慢性の両期に適応慢性期→急性期P41 第 21 問 解説

（生理）的状態（解剖学）的な状態p30 上から3個目の
　　 チェックボックス欄

増殖相で瘢痕相でP27 皮膚の損傷の第６問

成熟期治癒期p16 ★筋損傷の治癒過程の表

（部分断裂）（不完全断裂）p16 上から６個目の
　　 チェックボックス欄


